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第 2 章では，焼結過程において発生する微量の液相によって焼結が促進されることを，代表的なNi 基
超合金である 1 N -100. Merl ~ 76 について明らかにしている。




第 4 章では. Merl 一 76 合金粉焼結過程の液相反応を検討し. Mer1--76 では添加したNb. Hf のた
め，液相発生温度が 1 N -100 の場合よりも低く，また，焼結温度に保持中に液相組成が，より短時間
で平衡凝固過程の液相組成に近づくことを明らかにしている。
第 5 章では，液相焼結による 1 N -100. Merl ー 761とスエージ加工を試み，鋳造材では加工が困難
とされるこれらの合金の加工が容易である乙とをみいだし，加工後の再結晶挙動についても新しい知見
を得ている。













(1) Ni基超合金の重要な材種である 1 N -100 合金粉の焼結過程を熱膨張試験，示差熱分析およひ組織
観察により検討し，第 1 (1498--1523K) ，第 2 (1523 --1548K) ，第 3 (1548--1572K) の 3
種の液相反応により焼結が促進されることを明らかにしている。
(2) 焼結過程での 3 種類の液相反応の液相の組成は，平衡凝固過程の対応する温度での液相の組成と異
なり，乙の原因は 1 N -100 合金粉製造時の冷却速度の大きいことによるものであることを明らかに
している。






(5) Merl ー 76 合金粉についても液相焼結法を適用し，得られた焼結材を塑性加工後，再結晶させたも
のは.IN-100の場合よりさらに耐クリープ性がすぐれ，これが添加したNb. Hf によるものである
ことを明らかにしている。
以上のように，本論文は液相焼結法による Ni基超合金の製造に関し，多くの新しい知見を与えており，
粉末冶金学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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